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教育の責任 

初等教育の算数科教育を専⾨に研究しており，本学では「算数科内容論」「算数科教育法」「理
数教育の⽅法と実践」「教育実習事前事後指導」等の授業を担当している。研究活動においては
主に⼩学校現場の教師を対象とした実証的研究を⾏い，「主体的・対話的で深い学び」を実現す
る算数科の授業作り等について⽀援を⾏っている。⼊試広報センター次⻑の経験を活かし，学
部の広報委員として広報活動の推進を⾏っている 
 
教育の理念 

私の教育理念として，1）現場で活かせる即戦⼒，より実践的な指導⼒の育成，2）他者と関
わりながら学ぶ態度，教職への意欲の向上と⼈間性の育成，３）⽣涯学び続ける適応的熟達者
の育成，が挙げられる。１）では，算数の教科指導⼒に関して，授業の具体的な実施⽅法，学
習指導案や板書計画の具体的な作り⽅について基本的な知識や技能を⾝に付けてもらいたいと
考えている。２）では，将来，どこの職場に就職してもあらゆる他者と違いを認め合い，⼈間
関係を円滑に進めるために，コミュニケーション⼒やそのための知と⼈間性等を⾼めてもらい
たいと考えている。３）では，教師⾃⾝が⽣涯学び続ける適応的熟達者でなければならないた
め，教師が説明する時間が多い授業をする のではなく，児童が話し合い活躍する授業作りや児
童のつまずきを活かす授業作りを探究してもらいたいと考えている。 
 
教育の⽅法・⽅針 

教育理念１）について，「算数科内容論」においては，単に算数・数学の学問としての講義で
はなく，学術的な内容が実際に⼩学⽣が使っている教科書と⼩学校学習指導要領にどのように
関連しているか，グループワークを通して協同的に理解し合う問題解決型の授業を⾏なってい
る。「算数科教育法」においては，教育実習を⽬前に控えた 3年⽣に対して，より実践的な演習
を⾏ない，指導案の作成や模擬授業の実施，省察の充実などに取り組んでいる。 

教育理念２）について，担当する授業ではグループワークを積極的に取り⼊れ，学⽣同⼠が
互いに意⾒交換しながら主体的に考え，知恵を出し合い，学び合う授業づくりを⾏なっている。
教職を⽬指す者としての⼈間性と教職への意欲を⾼めるため，私⾃⾝の実務経験におけるリア
ルな体験談を話して聞かせたり，⼦供や保護者，同僚の教員等とトラブルを起こさないための
⼼構えや具体的な⾏動について教えたりしている。 

教育理念３）について，教師の適応的熟達に関する研究を継続して⾏なっている。教師の適
応的熟達とは，児童の状況に応じて指導⽅法や授業のねらいを臨機応変に変化させる教師への
成⻑である。「教職実践演習」では，算数科教育における適応的熟達者の授業を学⽣に参観させ，
適応的熟達者の教材解釈や指導⽅略，児童に対する対応の仕⽅などを考えさせることで，「良い
授業とは何か」「⾃分はどのような児童を育てたいのか」「そのために⾃分には何が必要か」と
いった教育信念に関する内容について考えさせている。また，私⾃⾝も学び続ける教師であり
たいと考え，適応的熟達に関する学⽣アンケートを実施し，調査の結果を踏まえて毎年カリキ
ュラムを⼯夫・改善し，授業改善に取り組んでいる。 
 
 



教育の成果 
教育理念１）については，主に「算数科教育法」や「教育実習事前事後指導」において，現

場で活かせる即戦⼒，より実践的な指導⼒の育成を図っている。具体的な学⽣の指導案に⾒ら
れる変容等については次の通りである。春学期前期では「本時の⽬標が観点に即した内容にな
っていない」「学習活動や指導上の留意点が曖昧で具体がない」「評価規準と本時の ⽬標が不整
合」「板書計画が抽象的であり実現性がない」などが⾒られた。中期では「学習活動が問題解決
的になり，めあてとまとめが整合している」「“⾒通し”“⼀⼈学び”“集団学習”“適⽤題”などの教
育的な⽤語を⽤いている。」「指導上の留意点が具体的になっている」「板書計画が具体的になっ
ている」などが⾒られた。しかし，依然として 「本時の⽬標が観点に即した内容になっていな
い」「評価規準と本時の⽬標が不整合」などが課題として残された。後期では「本時の⽬標が観
点に即した内容となり 評価規準とも整合している。」「評価の場⾯や観点，⽅法が適切である」
「学習活動が実際の学校現場で⽤いられている形式に近付き，学習活動が問題解決的になって
いる」「教育的な⽤語を適切に⽤いるとともに，図を挿⼊してより分かりやすくなっている」「指
導上の留意点がより⼀層具体的になり，すぐに授業で指導ができるレベルになっている」「板書
計画がより⼀層具体的になっている」などの成果が⾒られた。 

教育理念２）については，毎年実施している授業評価アンケートの結果では，学⽣の満⾜度
が常に 100%である。学⽣の授業コメントでは「算数科教育法では，先⽣の⼈柄がとても良く，
とても気持ちよく講義を受けられました。教育法らしい良い授業であったと振り返っています。
私にとっては，指導の視点から考える，算数のもう⼀つの姿について知ることができたとても
良い授業でした。(後略) より実践に近い形でできるこの模擬授業のやり⽅はとても良かったと
思います。他の講義と⽐べて，(中略)1 番この算数が勉強になりました。」など肯定的なコメン
トが毎年多く寄せられている。また，卒業⽣からも毎年相談や報告が届いている。 

教育理念３）については，学⽣の適応的熟達化を図るために，授業を想定した内容に関する
知識(PCK)の変化を研究している。PCK とは Shulman(1987)が提唱し，吉崎(1983)が教師教
育研究に援⽤した「教材内容・指導⽅略・児童理解」についての知識である。PCK は教師の専
⾨性の中⼼概念である(佐藤，1996)。例年「算数科教育法」を受講する 3 年⽣の研究同意者に 
PCK に関する調査を⾏なっており，その成果と課題を毎年，岡⼭理科⼤学教育実践研究誌に投
稿し公開している。調査の回答から共通して⾔えることは，受講後の学⽣の「授業を想定した
内容に関する知識(PCK)」は，教師からの視点と児童からの視点でバランスよく変容している
ことである。保森(2018)は，PCK には教師中⼼と学習者中⼼の 2 つの側⾯があると述べ，教師
が適応的熟達者に成⻑するためには，それら 2 つのバランスが重要であると述べている。教職
を⽬指す学⽣の PCK が適応的熟達者に向けて変容している点は⼤きな成果であると⾔える。 
今後の⽬標 
短期⽬標としては，PDCA サイクルに則ったカリキュラム・マネジメントに取り組むことで

ある。授業を⾏う上で学⽣に対する形成的評価を丁寧に⾏い，学⽣の学修意欲の向上や教員採
⽤試験の合格率を向上させることはもちろん，授業前後の学⽣の変容を検証する取組みを継続
させることである。⻑期⽬標としては，１つ⽬は学⽣が教師として適応的に熟達していくため
の授業作りや効果的なカリキュラム開発である。１年⽣の「算数科内容論」，2 年⽣の「教材分
析・開発演習」，3 年⽣の「算数科教育法」「教育実習事前事後指導」等のシラバスについてカ
リキュラム・マネジメントを⾏い，より実践的な指導⼒を育成できるカリキュラムを完成させ
たい。2 つ⽬は，現場の現職教師の業務改善に資する研究である。AI の進展に伴い，LLM（⼤
規模⾔語モデル）を⽤いた省察ツールの開発研究を⾏っていく。 
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